
 
 

常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する 
減災対策協議会 

 

 

 

日時：平成 28 年 4 月 21 日（木）10 時 30 分～  

 場所：富山河川国道事務所 3F 大会議室(1)(2)(3) 

 

                   

 

 

 

議 事 次 第 

 

 

 

１．挨 拶 

 

 

２．議 事 

 

（１）水防災意識社会再構築ビジョンに基づく取組について 

 

 （２）規約（案）について 

 

（３）現状の水害リスク情報や取組状況の共有 

 

（４）減災のための目標（案）及び目標達成に向けた取組の柱について 

 

（５）今後の進め方について       

               

 

３．その他 



常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する減災対策協議会 規約  

 

（名称） 

第１条 この会議は、「常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する減災対策

協議会」（以下「協議会」という。）と称する。 

 

（目的） 

第２条 協議会は、平成２７年９月関東・東北豪雨により大規模な浸水被害が発生したこ

とを踏まえ、河川管理者、県、市町等が連携・協力して、減災のための目標を共有し、

ハード対策とソフト対策を一体的、計画的に推進することにより、常願寺川、神通川、

庄川及び小矢部川流域において氾濫が発生することを前提として社会全体で常に洪水に

備える「水防災意識社会」を再構築することを目的とする。 

 

（協議会の構成） 

第３条 協議会は、別表１の職にある者をもって構成する。 

２ 協議会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

３ 事務局は、第１項によるもののほか、協議会構成員の同意を得て、必要に応じて別表

１の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を協議会に求めることができる。 

 

（幹事会の構成） 

第４条 協議会に幹事会を置く。 

２ 幹事会は、別表２の職にある者をもって構成する。 

３ 幹事会の運営、進行及び招集は事務局が行う。 

４ 幹事会は、協議会の運営に必要な情報交換、調査、分析、減災対策等の各種検討、調

整を行うことを目的とし、結果について協議会へ報告する。 

５ 事務局は、第２項によるもののほか、幹事会構成員の同意を得て、必要に応じて別表 

 ２の職にある者以外の者（学識経験者等）の参加を幹事会に求めることができる。 

 

（協議会の実施事項） 

第５条 協議会は、次の各号に掲げる事項を実施する。 

 一 洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は

連携して実施している現状の減災に係る取組状況等について共有する。 

 二 円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水を実現する

ために各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた地域の取組方針を作

成し、共有する。 

 三 毎年、協議会を開催するなどして、地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認

する。また、本協議会等を中心として、毎年出水期前にトップセミナーや堤防の共同

点検等を実施し、状況の共有を図る。 

四 その他、大規模氾濫に関する減災対策に関して必要な事項を実施する。 



 

（会議の公開） 

第６条 協議会は、原則として報道機関を通じて公開とする。ただし、審議内容によって

は、協議会に諮り、非公開とすることができる。 

２ 幹事会は、原則非公開とし、幹事会の結果を協議会へ報告することにより公開と見な

す。 

 

（協議会資料等の公表） 

第７条 協議会に提出された資料等については速やかに公表するものとする。ただし、個

人情報等で公開することが適切でない資料等については、協議会の了解を得て公表しな

いものとする。 

２ 協議会の議事については、事務局が議事概要を作成し、出席した委員の確認を得た後、

公表するものとする。 

 

（事務局） 

第８条 協議会の庶務を行うため、事務局を置く。 

２ 事務局は、富山河川国道事務所調査第一課が行う。 

 

（雑則） 

第９条 この規約に定めるもののほか、協議会の議事の手続きその他運営に関し必要な事

項については、協議会で定めるものとする。 

 

（附則） 

第１０条 本規約は、平成２８年 ４月２１日から施行する。  



別表－１ 

機  関  名 代 表 者 

富山県土木部河川課 課 長 

富山県富山土木センター 所 長 

富山県富山土木センター立山土木事務所 所 長 

富山県高岡土木センター 所 長 

富山県高岡土木センター小矢部土木事務所 所 長 

富山県砺波土木センター 所 長 

富山市 市 長 

高岡市 市 長 

立山町 町 長 

舟橋村 村 長 

射水市 市 長 

砺波市 市 長 

小矢部市 市 長 

富山地方気象台   気 象 台 長 

北陸地方整備局 富山河川国道事務所 所 長 

  

＜オブザーバー＞  

西日本旅客鉄道株式会社金沢支社  

あいの風とやま鉄道株式会社  

北陸電力株式会社富山支店  

関西電力株式会社電力流通事業本部北陸電力部  

電源開発株式会社中部支店  

北陸地方整備局 利賀ダム工事事務所  



 

別表－２ 

所     属 幹 事 名 

富山県土木部河川課 主 幹 

富山県富山土木センター 工 務 第 二 課 長 

     同     立山土木事務所 工 務 課 副 主 幹 

 同 高岡土木センター 工 務 第 二 課 長 

 同   同     小矢部土木事務所 工 務 課 長 

 同 砺波土木センター 工 務 第 二 課 長 

富山市 防 災 対 策 課 長 

高岡市 土 木 維 持 課 長 

立山町 建 設 課 長 

舟橋村 生 活 環 境 課 長 

射水市 道路・河川管理課長 

砺波市 土 木 課 長 

小矢部市 建 設 課 長 

富山地方気象台 防 災 管 理 官 

北陸地方整備局 富山河川国道事務所 副 所 長 （ 河 川 ） 

＜オブザーバー＞  

西日本旅客鉄道株式会社 金沢支社 北陸広域鉄道部  

西日本旅客鉄道株式会社 金沢支社 富山新幹線保線区  

あいの風とやま鉄道株式会社 施設管理センター  

北陸電力株式会社 富山支店  

関西電力株式会社株式会社電力流通事業本部北陸電力部  

電源開発株式会社 中部支店 御母衣電力所  

北陸地方整備局 利賀ダム工事事務所  



「水防災意識社会 再構築ビジョン」
に基づく取組について

資料－１



1

水防災意識社会再構築ビジョン



2

住民目線のソフト対策



3

洪水を安全に流すためのハード対策



4

危機管理型ハード対策、いわゆる粘り強い構造の堤防等の整備



１．現状の水害リスク情報や取組状況の共有

洪水の浸水想定等の水害リスク情報を共有するとともに、各構成員がそれぞれ又は連携して実施している現状の減災に係

る取組状況等について共有する。

①情報伝達、避難計画等に関する事項

②水防に関する事項

③氾濫水の排水、施設運用等に関する事項

④河川管理施設の整備に関する事項

２．地域の取組方針の作成

円滑かつ迅速な避難、的確な水防活動及び円滑かつ迅速な氾濫水の排水を実現するために

各構成員がそれぞれ又は連携して取り組む事項をまとめた地域の取組方針を作成し、共有する。

３．フォローアップ

地域の取組方針に基づく対策の実施状況を確認する。

また、本協議会等を中心として、毎年出水期前にトップセミナーや堤防の共同点検等を実施し、

状況の共有を図る。

水防災意識社会を再構築するため、河川管理者・県・市町村等からなる協議会を構築して減災
のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進する。

協議会において実施する事項（案）

「水防災意識社会再構築ビジョン」の推進体制（案）
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現状のリスク情報や取組状況の共有

資料－２



（１）現状の水害リスク情報

1
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○昭和44年8月洪水は、前線の停滞により県東部は集中豪雨となり、上滝水位観測所では11日8時に警戒水位を上回り、
22時まで警戒水位が持続し、土石流を含む激しい洪水流が堤防を洗掘、計画高水位以下で破堤（越水なき破堤）した。

○平成10年8月洪水は、南から暖かく湿った空気が流れ込み、活性化した梅雨前線が北陸付近で停滞し、洪水が発生した。

近年の洪水発生状況（常願寺川）
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昭和44年9月洪水時 平成10年8月洪水時

Qp=3,975m3/s

Qp=1,545m3/s



○平成16年10月洪水では、台風23号の影響により宮川流域に強降雨域が発生し、神通大橋観測所で6,413m3/sの洪水となった。
○平成18年7月洪水では、梅雨前線の影響により、高原川流域に強降雨域が発生し、神通大橋観測所で4,536m3/sの洪水となった。
○洪水の特徴として、台風性、前線性いずれでも大きな洪水が発生している。

近年の洪水発生状況（神通川）
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○平成16年10月洪水は、台風２３号による洪水で、上流の岐阜県 平瀬観測所（気象庁）で359mmの降雨を記録した。
庄川における戦後最大洪水となり、大門地点で観測史上最大の水位7.68m 流量3,396 m3/sを記録した大洪水となった。

近年の洪水発生状況（庄川）
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昭和58年9月 台風10号 平成16年10月 台風23号昭和51年9月 台風１７号
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○平成20年7月洪水では、上流山田川を中心とした集中豪雨が発生し、小院瀬見雨量観測所（気）では1時間に132mmも
の豪雨を記録した。これにより、津沢付近ではHWLを上回る洪水が発生した。

近年の洪水発生状況（小矢部川）

5

平成20年7月洪水時平成2年9月洪水時 平成10年9月洪水時

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2200

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

9/
19

 1
0:

0
0

9/
19

 1
3:

0
0

9/
19

 1
6:

0
0

9/
19

 1
9:

0
0

9/
19

 2
2:

0
0

9/
20

 1
:0

0

9/
20

 4
:0

0

9/
20

 7
:0

0

9/
20

 1
0:

0
0

9/
20

 1
3:

0
0

9/
20

 1
6:

0
0

9/
20

 1
9:

0
0

9/
20

 2
2:

0
0

9/
21

 1
:0

0

9/
21

 4
:0

0

9/
21

 7
:0

0

時
間

雨
量

(m
m

)

流
量

(m
3
/s

)

津沢実績雨量

津沢実績流量

石動実績流量

長江実績流量

Qp=1,226m3

Qp=1,049m3

Qp=950m3/s

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2200

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

9/
21

 1
0:

0
0

9/
21

 1
3:

0
0

9/
21

 1
6:

0
0

9/
21

 1
9:

0
0

9/
21

 2
2:

0
0

9/
22

 1
:0

0

9/
22

 4
:0

0

9/
22

 7
:0

0

9/
22

 1
0:

0
0

9/
22

 1
3:

0
0

9/
22

 1
6:

0
0

9/
22

 1
9:

0
0

9/
22

 2
2:

0
0

9/
23

 1
:0

0

9/
23

 4
:0

0

9/
23

 7
:0

0

9/
23

 1
0:

0
0

9/
23

 1
3:

0
0

9/
23

 1
6:

0
0

9/
23

 1
9:

0
0

9/
23

 2
2:

0
0

時
間

雨
量

(m
m

)

流
量

(m
3
/s

)

津沢実績雨量

津沢実績流量

石動実績流量

長江実績流量Qp=1,594m3

Qp=1,245m3

Qp=946m3/s

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

2200

200

400

600

800

1000

1200

1400

1600

1800

2000

2200

7
/2

8 
6:

0
0

7
/2

8 
7:

0
0

7
/2

8 
8:

0
0

7
/2

8 
9:

0
0

7/
28

 1
0:

0
0

7/
28

 1
1:

0
0

7/
28

 1
2:

0
0

7/
28

 1
3:

0
0

7/
28

 1
4:

0
0

7/
28

 1
5:

0
0

7/
28

 1
6:

0
0

7/
28

 1
7:

0
0

7/
28

 1
8:

0
0

7/
28

 1
9:

0
0

7/
28

 2
0:

0
0

7/
28

 2
1:

0
0

7/
28

 2
2:

0
0

7/
28

 2
3:

0
0

7
/2

9 
0:

0
0

時
間

雨
量

(m
m

)

流
量

(m
3/

s)

津沢実績雨量

津沢実績流量

石動実績流量

長江実績流量

Qp=1,248m3 Qp=1,218m3

Qp=1,496m3/s

氷見

伏木

大門

東別所

赤祖父

中田

中田 (気)

小原

西赤尾

下小屋

長瀞
中河内

太美山

刀利

刀利ダム

小院瀬見

太美

福光

桜ヶ池
城端(県)

城端 (気)

東西原

細尾峠

小瀬岳

砂子谷

井波

福野

出町

砺波

津沢

藪波

石動

小矢部

子撫川ダム

沢川

淵ヶ谷

土屋

福岡

佐賀野
長江

石動

津沢

祖山ダム

祖山

氷見

伏木

大門

東別所

赤祖父

中田

中田 (気)

小原

西赤尾

下小屋

長瀞
中河内

太美山

刀利

刀利ダム

小院瀬見

太美

福光

桜ヶ池
城端 (県)

城端 (気)

東西原

細尾峠

小瀬岳

砂子谷

井波

福野

出町

砺波

津沢

藪波

石動

小矢部

子撫川ダム

沢川

淵ヶ谷

土屋

福岡

佐賀野
長江

石動

津沢

祖山ダム

祖山

氷見

伏木

大門

東別所

赤祖父

中田

中田 (気)

小原

西赤尾

下小屋

長瀞
中河内

太美山

刀利

刀利ダム

小院瀬見

太美

福光

桜ヶ池
城端 (県)

城端 (気)

東西原

細尾峠

小瀬岳

砂子谷

井波

福野

出町

砺波

津沢

藪波

石動

小矢部

子撫川ダム

沢川

淵ヶ谷

土屋

福岡

佐賀野
長江

石動

津沢

祖山ダム

祖山



○安政5年(1858年)の飛越地震により、上流の立山カルデラを形成する鳶山一帯が崩落し河道閉塞が発生。その
後河道閉塞が決壊し、大量の土砂とともに洪水流が下流域へ流出して、河川が荒廃。

○昭和44年8月洪水は、瓶岩地点で3,980m3/sの観測し、堤防が１５０ｍにわたり決壊。
○平成10年8月洪水は、瓶岩地点で1,720m3/sの中小洪水であったが、洪水時の大きなエネルギーによって高水

敷の決壊や根固工の流出が発生。

6

過去の被害状況（常願寺川）

過去の主要な洪水
発生年月日
(発生要因)

日置、瓶岩
地点実測流量

被災状況

安政 5年 4月
(地震)

-

・2 月25 日の大地震による水源地の大鳶・
小鳶の山峰が崩壊し川筋を塞ぎ、3 月13 
日溢水、4 月26 日遂に大決壊
・死者140 人、負傷者8,945 人、家屋流出
1,603 戸

大正 3年 8月
(台風)

不明

・瓶岩量水標6.4m
・死者1 人、負傷者1 人、堤防の破堤
2,850m、堤防の欠壊3,450m、氾濫面積
5,493ha、田畑流失埋没1,020ha、宅地流失
埋没180ha、浸水家屋910 戸、橋梁流失2 
橋

大正11年 7月
(台風)

不明
・常西用水の堤防被害8,900m、堆積土砂
の用水流入量25,000 坪、白岩砂防えん堤
破壊

昭和 9年 7月
(梅雨前線)

日置流量：
2,240m3/s

・堤防の侵食等10 箇所
・田畑流失4.9ha

昭和27年 7月
(梅雨前線)

瓶岩流量：
2,200m3/s

・堤防破堤335m、堤防の侵食等8 箇所
・田畑流失518ha、家屋浸水床上329 戸、
床下893 戸

昭和44年 8月
(前線)

瓶岩流量：
3,980m3/s

・堤防破堤150m
・堤防の侵食、護岸・根固の流出、水制の
倒壊等16 箇所

平成7 年7 月
(梅雨前線)

瓶岩流量：
1,440m3/s

・根固の流出、河岸侵食等5 箇所
（最大被災延長400m、最大侵食幅200m）

平成10 年8 月
(梅雨前線)

瓶岩流量：
1,720m3/s

護岸・根固の流失、河岸侵食等5 箇所
（最大被災延長240m、最大侵食幅40m）

●安政5年（1858）の飛越地震
・上流の立山カルデラ内で大崩壊により発生した河道閉塞が崩壊、大量の土石
流による大災害が発生

大鳶崩れ跡

上滝富山地方鉄道橋被災岩峅野地先破堤状況
いわくらの

●昭和44年8月11日洪水
・前線停滞により県東部で集中豪雨が発生。
・土石流を含む激しい洪水流が堤防を洗掘し、

計画高水位以下で破堤が発生。

安政五年常願寺川非常洪水山里変地之
模様見取図「里方図」

堤防決壊箇所
上滝富山地方鉄道橋



神通川

〇戦後最大規模の平成16年10月の台風23号出水では、家屋全壊 23 戸、床上浸水 77 戸、床下浸水 341 戸、JR
高山線が通行止め（復旧期間3年）になるなどの被害が発生。

7

過去の被害状況（神通川）

平成16年10月（台風23号）での被害状況 過去の主要な洪水

神通川

19.5～19.7k 右岸護岸決壊ピーク時（10月21日 AM 1:30）平常時（10月20日 AM 6:30）

侵食幅 28m

20.0k左岸付近

河岸侵食

侵食幅 30m

17.8k右岸付近 護岸欠壊

上流部被災状況

高山市上切町 高山市清見町

平成16年10月洪水の被災個所

発生年月日
（原因）

神通
大橋
地点
流量

被害状況

大正3年8月
（豪雨）

不明
死者54名、行方不明者60名 全半壊流失家
屋328戸、浸水家屋14,365戸(富山県) 橋梁
流失数箇所

大正9年6月
（豪雨）

不明

床上浸水791戸、床下浸水860戸(富山県)
死者２２名、負傷者５名 全半壊流出家屋
191戸 浸水家屋290戸（岐阜県）橋梁流失
数箇所

昭和20年10月
（阿久根台風）

不明 床上浸水6戸、床下浸水234戸(富山県)

昭和28年9月
（台風14号）

不明

死者6名、行方不明者2名、負傷者6名
全壊家屋1戸半壊家屋46戸、流失家屋5戸
一部破壊172戸、床上浸水3,474戸
床下浸水5,712戸、浸水面積3,800ha(富山
県）

昭和33年7月
（梅雨前線）

3,896
m3/s

全壊家屋1戸、半壊家屋1戸、浸水家屋779
戸(富山県) 流出家屋２戸 家屋浸水３戸（
岐阜県） 橋梁流失4箇所

昭和39年7月
（豪雨）

3,237
m3/s

半壊家屋48戸、床下浸水446戸(富山県)

昭和40年9月
（台風24号）

3,297
m3/s

負傷者1名、一部破壊3戸、床下浸水305戸
橋梁流失2箇所(富山県)

昭和58年9月
（台風10号）

5,643
m3/s

床上浸水27戸、床下浸水94戸（岐阜県）

平成11年9月
（台風16号）

3,719
m3/s

床上浸水2戸、床下浸水13戸(富山県) 全
壊流出家屋26戸 半壊家屋23戸 床上浸
水52戸 床下浸水200戸（岐阜県）

平成16年10月
（台風23号）

6,413
m3/s

床上浸水25戸、床下浸水141戸(富山県)
全壊流出家屋23戸 床上浸水５２戸 床下
浸水２００戸（岐阜県）

平成18年7月
（梅雨前線）

4,536
m3/s

床下浸水1戸(富山県)
床上浸水1戸（岐阜県）



○戦後最大規模の平成16年10月洪水では、大門地点ではHWL9.81mに対して、観測史上最高の水位7.68m、護岸
の被災等が発生したほか、高岡市、旧新湊市（現射水市）、旧大門町（現射水市）などで約2,800人に避難勧告が
出された。

8

過去の被害状況（庄川）

発生
年月日

流量
（大門地点）

被害状況

昭和9
年7月

3,361m3/s
（小牧推定）

浅井村(現射水市)にて堤防
決壊
死者20名、負傷者240名、
家屋流失94棟、民家破損
5,418棟、家屋浸水4,009棟
、田畑冠水(田3,986ha、畑
182ha)

昭和34
年9月

1,906m3/s 伊勢湾台風による洪水

昭和36
年9月

1,457 m3/s 第二室戸台風による洪水

昭和50
年8月

1,289 m3/s 家屋浸水13棟、農地宅地
1ha浸水

昭和51
年9月

2,646 m3/s
加越能鉄道庄川橋梁落橋

家屋流失8棟、家屋浸水42
棟、農地宅地11ha浸水

昭和58
年9月

1,674 m3/s 家屋浸水15棟、農地宅地
14ha浸水

昭和60
年6月

1,210 m3/s 床下浸水9棟、農地宅地
16ha浸水

平成16
年10月

3,396 m3/s 1,400世帯に避難勧告が発
令（高岡市、射水市）

平成16年10月洪水での被害状況 過去の主要な洪水



○小矢部川流域では、これまでも堤防の決壊や越水により浸水被害が発生。
〇近年発生した平成20年７月出水では、住宅全壊 1 棟、半壊 2 棟、一部損壊 3 棟、床上浸水 92 棟、床下浸水

273 棟など被害が発生。

9

過去の被害状況(小矢部川）

過去の主要な洪水

発生年月日
津沢流量

(m3/s)
被災状況

昭和28年9 月
(台風)

1,300
死者6名、行方不明2名、負傷者6名、流失家
屋5戸、建物損壊224戸、床上浸水3,474戸、
床下浸水5,712戸、浸水面積3,800ha

昭和38年6月
(台風)

死者2名、負傷者2名、橋梁破損流出5箇所、
半壊家屋1戸、床上浸水111戸、床下浸水983
戸、浸水面積4,900ha

昭和39年7月
(梅雨前線)

1,210
支川堤防欠損、全壊・流出家屋2戸、半壊・
床上浸水1,859戸、床下浸水4,411戸、浸水
面積4,220ha

平成2年9月
(台風)

1,190 床下浸水29戸、浸水面積96ha

平成10年9月
(台風)

1,210
住宅半壊1戸、床上浸水52戸、床下浸水674
戸、浸水面積267ha

平成20年7月
(ゲリラ豪雨)

1,501
住宅全壊1棟、半壊2棟、一部損壊3棟、床上
浸水92棟、床下浸水273棟

〈昭和28年9月洪水〉

台風13号による影響で雨量は山間部で200
～300mm以上に達し河川は増水し、左右岸
数か所で堤防が決壊、甚大な被害をもた
らした。

〈平成10年9月洪水〉

台風7号の接近により、22日17時～19時の3時
間で、渋江川上流の砂子谷雨量観測所では
141mm、子撫川上流の渕ケ谷雨量観測所でも
111mmを記録するなど、短期間に記録的な豪雨
となった。

小矢部市津沢地先（S28.9洪水）

藪波川沿川（H10.9洪水）

高岡市江尻地先（H10.9洪水）

〈平成20年7月洪水〉

7月28日早朝6時から山田川流域を中心と
した集中豪雨が発生し、津沢地点付近で
はHWLを上回る洪水が発生した。この降雨
は短期集中型であり、降雨継続時間は5時
間と短く、局所的な降雨であった。

坂又川合流点（H20.7洪水）



○常願寺川において浸水想定区域図及び、堤防が決壊した際の氾濫シミュレーション結果を富山河川国道事務
所のHP等で公表している。

10

常願寺川氾濫シミュレーション（概ね150年に1回の大雨を想定）

＜常願寺川 浸水想定区域図＞ ＜常願寺川 最大流速想定区域図＞ ＜常願寺川 最短到達時間想定図＞

【常願寺川浸水想定区域図 http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/k00110.html】



○神通川・井田川・熊野川において浸水想定区域図及び、堤防が決壊した際の氾濫シミュレーション結果を富山
河川国道事務所のHP等で公表している。

【神通川浸水想定区域図 http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/k00111.html】

神通川氾濫シミュレーション（概ね150年に1回の大雨を想定）

＜浸水想定区域図＞ ＜最大流速想定図＞ ＜最短到達時間想定図＞

11



○庄川における浸水想定区域図及び、最短到達時間想定図、最大流速想定図等の、堤防が決壊した際の氾濫シ
ミュレーション結果を富山河川国道事務所のHP等で公表している。

12

庄川氾濫シミュレーション（概ね150年に1回の大雨を想定）

【庄川浸水想定区域図 http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/k00116.html】

＜浸水想定区域図＞ ＜最短到達時間想定図＞＜最大流速想定図＞



○小矢部川において浸水想定区域図及び、堤防が決壊した際の氾濫シミュレーション結果を富山河川国道事務
所のHP等で公表している。

【小矢部川浸水想定区域図 http://http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/k00117.html】 13

小矢部川氾濫シミュレーション（概ね100年に1回の大雨を想定）

＜浸水想定区域図＞



凡 例

計画断面堤防

計画断面に満たない堤防

2番堤が未完成な霞堤

堤防不要

現状の堤防整備状況（常願寺川）

河川名
堤防延長 参考

計画断面堤防（ａ） 堤防必要区間（ｂ） ａ／ｂ（％）

常願寺川 33.6 46.5 73
※平成27年9月末時点

（単位：ｋｍ）

※計画断面堤防とは、計画高水位以下の水位の流水を安全に流下させることを目的として必要となる標準的な堤防の断面形状を有する堤防。
※計画断面に満たない堤防とは、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している堤防。
※堤防不要とは、丘陵地や台地部などの山付き、掘り込み等により堤防の整備が不要な箇所。
※整備率は霞堤の2番堤を含む 14

○平成２７年９月時点の堤防整備率は常願寺川では約73％である。
○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、堤防の整備が必要である。



現状の堤防整備状況（神通川）

河川名
堤防延長 参考

計画断面堤防（ａ） 堤防必要区間（ｂ） ａ／ｂ（％）

神通川 ２１．２ ４３．７ ４８．５

井田川 ２４．８ ３３．５ ７４．０

熊野川 １０．４ １３．７ ７５．９

西派川 ４．０ ４．３ ９３．０ ※平成27年9月末時点

（単位：ｋｍ）

※計画断面堤防とは、計画高水位以下の水位の流水を安全に流下させることを目的として必要となる標準的な堤防の断面形状を有する堤防。
※計画断面に満たない堤防とは、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している堤防。
※堤防不要とは、丘陵地や台地部などの山付き、掘り込み等により堤防の整備が不要な箇所。 15

○平成２７年９月時点の堤防整備率は神通川で約４９％、井田川で７４％、熊野川で７６％である。
○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、堤防の整備が必要である。

凡 例

計画断面堤防

計画断面に未たない堤防

2番堤が未完成な霞堤

堤防不要



現状の堤防整備状況（庄川）

16

○平成２７年９月時点の堤防整備率は庄川では約７１％である。
○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、堤防の整備が必要である。

凡 例

計画断面堤防

計画断面に未たない堤防

2番堤が未完成な霞堤

堤防不要

※平成27年9月時点

河川名
堤防延長 参考

計画断面堤防（ａ） 堤防必要区間（ｂ） ａ／ｂ（％）

庄川 46.6 65.6 71

（単位：ｋｍ）

※計画断面堤防とは、計画高水位以下の水位の流水を安全に流下させることを目的として必要となる標準的な堤防の断面形状を有する堤防。
※計画断面に満たない堤防とは、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している堤防。
※堤防不要とは、丘陵地や台地部などの山付き、掘り込み等により堤防の整備が不要な箇所。
※整備率は霞堤の2番堤を含む



現状の堤防整備状況（小矢部川）

※平成27年9月時点
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○平成２７年９月時点の堤防整備率は完成堤は小矢部川で約８５％、渋江川で約６５％である。
○計画断面に対して高さや幅が不足している区間があり、堤防の整備が必要である。

河川名
堤防延長 参考

計画断面堤防（ａ） 堤防必要区間（ｂ） ａ／ｂ（％）

小矢部川 59.7 70.6 85

渋江川 2.8 4.3 65

（単位：ｋｍ）

黒
石
川

谷
内
川

合
又
川

聖
人
橋

茅
蜩
橋

小
矢
部
橋

石
動
大
橋

北
陸
本
線(JR

)

島
分
橋

北
陸
新
幹
線
橋
梁

県
道
砺
波
小
矢
部
線

小
矢
部
川
大
橋

綾
子
橋

綾
子
大
橋

岡
田
橋

新津沢大橋

小矢部川橋

経田橋

小矢部中橋

農免大橋

津沢大橋

鴨島橋

合口橋

清水橋

伏
木
港
大
橋

伏
木
万
葉
大
橋

氷
見
線(JR

)

城
光
寺
橋

工
業
用
水
管
橋

米
島
大
橋

ゼ
オ
ン
橋 二

上
橋

二上大橋

守
山
橋

小
矢
部
川
水
管
橋

国
条
橋

国
吉
大
橋

国
東
橋

小
矢
部
大
橋

五
位
橋

三
日
市
橋

土
屋
橋

向
田
橋

凡 例

計画断面堤防

計画断面に未たない堤防

2番堤が未完成な霞堤

堤防不要

※計画断面堤防とは、計画高水位以下の水位の流水を安全に流下させることを目的として必要となる標準的な堤防の断面形状を有する堤防。
※計画断面に満たない堤防とは、標準的な堤防の断面形状に対して高さ又は幅が不足している堤防。
※堤防不要とは、丘陵地や台地部などの山付き、掘り込み等により堤防の整備が不要な箇所。
※整備率は霞堤の2番堤を含む



重要水防箇所（常願寺川）
〇現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険個所を早期に発見するために、あらかじめ
水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として周知している。

Ａランク ： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位が、堤防の高さや河道の流下能力が不足し、堤防高を超える箇所。
Ｂランク ： 現況の河道において計画規模の流量が流れた場合の水位と現況の堤防高の差が、計画断面堤防として必要な余裕高に満たない箇所。

Ａランク ： 計画断面堤防(標準的な堤防の断面形状)に対して、現況堤防の断面積や天端幅が半分に満たない箇所。
Ｂランク ： 計画断面堤防(標準的な堤防の断面形状)に対して、現況堤防の断面積や天端幅が不足しているが、半分以上はある箇所。

Ａランク ： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があり、その対象が未施工の箇所。
Ｂランク ： 過去に法崩れ・すべりの実績や、漏水の履歴があるが、その対策が暫定施工の箇所。また、すべり破壊に対する安全度が基準値以下の箇所や、

基準地盤および提体の土質からみて漏水が発生する恐れのある箇所で、所要の対策が未施工の箇所。

堤防高(流下能力)

堤防断面

法崩れ・すべり、漏水

※この他、水衝部や洗掘箇所、工作物等設置個所においても選定基準を定めている。
また、新しく堤防を造った箇所や破堤跡、旧川跡については、注意を要する箇所、または、履歴を残すため「要注意」として整理。
なお、重要水防箇所については富山河川国道事務所ＨＰで公表 http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/topics_detail_41_410_f866fd8cd13121aefcdc3b885ade5e90.html

水 系 Ａランク
延長

Ｂランク
延長

常願寺川 5.1km 27.0km

舟橋村 立山町富山市

富山市
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重要水防箇所（神通川）
〇現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険個所を早期に発見するために、あらかじめ
水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として周知している。

富山市

富山市

水 系 Ａランク
延長

Ｂランク
延長

神 通 川 3.9km 38.9km

井 田 川 0.4Km 23.4km

熊 野 川 0.1km 9.2km
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重要水防箇所（庄川）
〇現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険個所を早期に発見するために、あらかじめ

水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として周知している。

水 系 Ａランク
延長

Ｂランク
延長

庄 川 4.8km 39.0km

射水市

砺波市

砺波市

高岡市
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重要水防箇所（小矢部川）
〇現在の堤防の高さや幅、過去の漏水などの実績などから、危険個所を早期に発見するために、あらかじめ
水防上特に注意を要する区間を定め、重要度に応じて重要水防箇所として周知している。

水 系 Ａランク
延長

Ｂランク
延長

小矢部川 8.4km 59.0km

小矢部市

高岡市 小矢部市

高岡市
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（２）現状の減災に係る取組状況等
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〇常願寺川では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。

23

水防団待機水位

洪水予報の基準となる基準観測所水位

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位。

はん濫注意水位

のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生する危険性があ
る水位。水防団が出動して河川の警戒にあたる水位。

避 難 判 断 水 位

市町村長による避難勧告等の発令判断の目安であり、住
民の避難判断の参考になる水位。

はん濫危険水位

市町村長による避難準備情報の発令判断の目安であり、
住民のはん濫に関する情報への注意喚起になる水位。

洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング

基準水位観測所と水防受け持ち区間

【大川寺受け持ち区間】

←常願寺川

大
川
寺
水
位･
流
量
観
測
所

はん濫危険水位 ：6.61ｍ
避難判断水位 ：5.24ｍ
はん濫注意水位 ：5.10ｍ
水防団待機水位 ：4.20ｍ

富山市

立山町

常願寺川洪水予報区間

富山市 舟橋村



〇神通川では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。
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水防団待機水位

洪水予報の基準となる基準観測所水位

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位。

はん濫注意水位

のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生する危険性があ
る水位。水防団が出動して河川の警戒にあたる水位。

避 難 判 断 水 位

市町村長による避難勧告等の発令判断の目安であり、住
民の避難判断の参考になる水位。

はん濫危険水位

市町村長による避難準備情報の発令判断の目安であり、
住民のはん濫に関する情報への注意喚起になる水位。

洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング

基準水位観測所と水防受け持ち区間
神通川洪水予報区間

【神通大橋受け持ち区間】 【大沢野大橋受け持ち区間】

【杉原橋受け持ち区間】

←井田川

大
沢
野
大
橋
水
位･

流
量
観
測
所

はん濫危険水位 ：8.00ｍ
避難判断水位 ：7.50ｍ
はん濫注意水位 ：5.00ｍ
水防団待機水位 ：4.50ｍ

井田川 洪水予報区間

富山市

富山市

神
通
大
橋
水
位･

流
量
観
測
所

はん濫危険水位 ：6.60ｍ
避難判断水位 ：6.10ｍ
はん濫注意水位 ：5.10ｍ
水防団待機水位 ：4.50ｍ

熊
野
橋
水
位･

流
量
観
測
所

杉
原
橋
水
位･

流
量
観
測
所

【熊野橋受け持ち区間】

熊野川 洪水予報区間

はん濫危険水位 ：3.90ｍ
避難判断水位 ：3.30ｍ
はん濫注意水位 ：2.60ｍ
水防団待機水位 ：2.00ｍ

はん濫危険水位(右岸)：3.48ｍ
はん濫危険水位(左岸)：3.20ｍ
避難判断水位(右岸) ：2.90ｍ
避難判断水位(左岸) ：2.70ｍ
はん濫注意水位 ：2.20ｍ
水防団待機水位 ：1.50ｍ



〇庄川では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。
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水防団待機水位

洪水予報の基準となる基準観測所水位

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位。

はん濫注意水位

のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生する危険性があ
る水位。水防団が出動して河川の警戒にあたる水位。

避 難 判 断 水 位

市町村長による避難勧告等の発令判断の目安であり、住
民の避難判断の参考になる水位。

はん濫危険水位

市町村長による避難準備情報の発令判断の目安であり、
住民のはん濫に関する情報への注意喚起になる水位。

洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング

※小牧地点は流量

基準水位観測所と水防受け持ち区間

【大門受け持ち区間】 【小牧受け持ち区間】

大
門

小
牧

はん濫危険水位：7.32ｍ
避難判断水位 ：6.60ｍ
はん濫注意水位：5.50ｍ
水防団待機水位：5.00ｍ

はん濫危険流量：3,600m3/s
避難判断流量 ：3,000m3/s
はん濫注意流量：1,000m3/s
水防団待機流量： 600m3/s

高岡市

射水市

砺波市

庄川洪水予報区間



〇小矢部川では、避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を実施している。
○洪水予報等の防災情報の持つ意味や防災情報を受けた場合の対応について共有しておく必要がある。
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水防団待機水位

洪水予報の基準となる基準観測所水位

水防団が水防活動の準備を始める目安となる水位。

はん濫注意水位

のり崩れ、洗掘、漏水などの災害が発生する危険性があ
る水位。水防団が出動して河川の警戒にあたる水位。

避 難 判 断 水 位

市町村長による避難勧告等の発令判断の目安であり、住
民の避難判断の参考になる水位。

はん濫危険水位

市町村長による避難準備情報の発令判断の目安であり、
住民のはん濫に関する情報への注意喚起になる水位。

洪水時の河川に関する情報提供等の内容及びタイミング

基準水位観測所と水防受け持ち区間

【長江受け持ち区間】 【津沢受け持ち区間】

【蓮沼受け持ち区間】

←渋江川

長
江

津
沢

蓮
沼

はん濫危険水位：7.96ｍ
避難判断水位 ：7.30ｍ
はん濫注意水位：5.80ｍ
水防団待機水位：5.00ｍ

特別警戒水位 ：4.75ｍ
避難判断水位 ：4.30ｍ
はん濫注意水位：3.70ｍ
水防団待機水位：3.20ｍ

高岡市
南砺市

小矢部市

小矢部川洪水予報区間

石
動

はん濫危険水位：4.91ｍ
避難判断水位 ：3.90ｍ
はん濫注意水位：2.50ｍ
水防団待機水位：1.70ｍ

【石動受け持ち区間】

はん濫危険水位：6.71ｍ
避難判断水位 ：5.90ｍ
はん濫注意水位：5.20ｍ
水防団待機水位：4.70ｍ
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〇避難時間等（リードタイム）を沿川自治体に確認のうえ、各河川、基準観測所の受け持ち区間の出水特性（水位
上昇量）を踏まえ平成26年度に基準水位の見直しを行い、平成27年度より適用した。

避難勧告の発令に関する基準水位

【従来】 【改定】

氾濫危険水位
「計画高水位（H.W.L）」または「堤防高
－余裕高」等、堤防の整備状況を踏ま
え、設定。

避難判断水位
氾濫危険水位到達前に住民の避難が
完了できるよう、リードタイム（避難等
にかかる時間）を考慮して、設定。

。

氾濫危険水位
越水発生前に住民の避難等が完了で
きるよう、リードタイム（避難等にかかる
時間）を考慮して、設定。

避難判断水位
氾濫危険水位到達前に避難所開設等
が完了できるよう、リードタイム（避難所
開設等にかかる時間）を考慮して、設定。

従来水位と改定水位の比較
単位：ｍ（小牧はm3/s）

①従来 ②改定 差(②-①) ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ(h) ①従来 ②改定 差(②-①) ﾘｰﾄﾞﾀｲﾑ(h)

常願寺川 常願寺川 大川寺 5.30 5.24 -0.06 1.00 6.61 6.61 0.00 2.00

大沢野大橋 6.10 6.10 0.00 1.00 7.14 6.60 -0.54 2.00

神通大橋 6.30 7.50 1.20 1.00 7.26 8.00 0.74 2.00

井田川 杉原橋 2.76 2.70 -0.06 1.00 3.25 3.20 -0.05 1.00

熊野川 熊野橋 3.01 3.30 0.29 1.00 3.48 3.90 0.42 1.00

小牧 3,000 3,400 400 1.00 3,600 4,000 400 2.00

大門 6.60 7.40 0.80 1.00 7.32 7.70 0.38 2.00

津沢 5.90 6.20 0.30 1.00 6.71 6.60 -0.11 2.00

石動 3.90 4.80 0.90 1.00 4.91 5.30 0.39 2.00

長江 7.30 6.90 -0.40 1.00 7.96 7.30 -0.66 2.00

渋江川 蓮沼 4.30 4.40 0.10 1.00 4.75 4.80 0.05 1.00

小矢部川
小矢部川

庄川 庄川

神通川

神通川

水系名 河川名 観測所名
氾濫危険水位避難判断水位

危険水位等の見直しの考え方について

富山河川国道事務所直轄管理区間の洪水予報区間

堤防天端からリードタイムを引いた水位と、
HWLを比較してどちらか低い方を氾濫危険水位
として設定している。

富山河川国道事務所直轄管理区間：基準水位表

見直し
(H27.4～）
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〇富山４河川直轄管理区間の洪水予測システムは、気象庁や富山県が管理する地上雨量データやダム諸量を取
り込む改良を実施（従来は国交省所管地上雨量データ、主要な発電ダムのみ）するとともに、定期的に予測精度
の検証を行い、必要に応じてモデル定数等の見直しを行うことで予測精度の向上、安定化を図っている。

○データが受信できない場合や予測システムがダウンした場合でも、相関式により水位予測できる仕組みを構築
している。

○今後はXレイン等の詳細雨量データの取り込み、新たな予測手法の導入を行い、さらなる予測精度の向上を目
指す。

28
小矢部川流域内の雨量観測所

追加したダム

子撫川ダム

刀利ダム 臼中ダム

城端ダム

小矢部川流域内のダム 改良効果
（平成25年9月16日洪水、津沢）

改良前

改良後

洪水予測

追加した雨量観測所

国交省所管

気象庁所管

富山県所管



避難勧告の発令基準

○富山河川国道事務所管内では、富山市、高岡市、砺波市でタイムラインは策定済みである。
○今後、すべての沿川自治体でタイムラインを策定する予定である。

29

富山市
作成例



避難場所・避難経路

＜高岡市洪水ハザードマップ（H18.9作成）参照＞

○管内の自治体は、市町村地域防災計画において、避難場所および避難経路を設定している。
○各河川の氾濫原は、広範囲で浸水深が大きく、また長時間の浸水を想定し、隣接市町村への広域
避難や垂直避難について事前に検討・調整する必要がある。

30



住民等への情報伝達の方法

ツイッター

レーダ雨量情報

水位・雨量情報

ライブカメラ
＜富山河川国道事務所ホームページの情報提供＞

○河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報をホームページを通じて伝達している。
○情報の入手しやすさや切迫感の伝わりやすさを向上させる必要がある。
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富
山
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〇出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
○堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河

川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある。

32

水防管理団体
富山市
立山町

河川の巡視（常願寺川）

三郷出張所

富山市

下流左岸区域

三郷１班

三郷２班

富山市

上滝出張所

上流左岸区域

富山市 立山町

三郷出張所

富山市

下流右岸区域

上滝出張所

上流右岸区域

立山町

上滝１班

上滝２班

【大川寺水防警報区間 0.0k～18.7k】

【大川寺水防警報区間 0.0k～18.7k】



〇出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
○堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河

川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある。

33

河川の巡視（神通川）

有沢出張所

富山市

神通川下流左岸区域

神通川１班

井田川左岸区域

富山市

有沢出張所

富山市

神通川下流右岸区域 神通川上流右岸区域

神通川２班

富山市

富山市

神通川上流左岸区域

井田川右岸区域

井田川１班

井田川２班

神通川１班

【神通大橋水防警報区間 0.0k～7.0k】

【神通大橋水防警報区間 0.0k～7.0k】

【大沢野大橋水防警報区間 7.0k～22.2k】

【大沢野大橋水防警報区間 7.0k～22.2k】

【杉原橋水防警報区間 0.0k～14.0k】

【杉原橋水防警報区間 0.0k～14.0k】

水防管理団体
富山市

【熊野橋水防警報区間 0.0k～5.6k】



〇出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
○堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河

川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある。
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河川の巡視（庄川）

庄川

大門出張所

高岡市

左岸区域

１班
２班 砺波市

高岡市

大門出張所

射水市 右岸区域

砺波市

２班

高岡市

砺波市

射水市

高岡市 射水市

射水市

高岡市
高岡市

高岡市

射水市

高岡市

射水市

砺波市

１班

【大門水防警報区間 0.0k～7.0k】 【小牧水防警報区間 7.0k～26.1k】

【大門水防警報区間 0.0k～7.0k】 【小牧水防警報区間 7.0k～26.1k】

射水市

射水市

水防管理団体
高岡市
射水市
砺波市



〇出水時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。
○堤防決壊の恐れのある箇所で土のう積み等の水防活動が的確に行われるよう、水防団等と河川管理者で、河

川巡視で得られた堤防や河川水位の状況等の情報の共有等を進める必要がある。
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河川の巡視（小矢部川）

高岡出張所

高岡市

下流左岸区域

高岡１班

高岡２班

小矢部市

小矢部出張所

上流左岸区域

高岡市
小矢部市

高岡出張所

高岡市

下流右岸区域

小矢部出張所

上流右岸区域

小矢部１班

小矢部２班

高岡市

小矢部市

射水市

【長江水防警報区間 0.0k～11.2k 】

【長江水防警報区間 0.0k～11.2k】

射水市

【蓮沼水防警報区間

【石動水防警報区間 11.2k～25.4k 】 【津沢水防警報区間 25.4k～33.2k 】

【石動水防警報区間 11.2k～25.4k 】

0.0k～2.0k】

小矢部市

水防管理団体
高岡市
射水市
小矢部市



水防資機材の配置状況（常願寺川）
○水防資器材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資器材

も、水防計画に基づき緊急時に提供している。
○水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資器材に関わる情報を共有し、

適切な配置の検討を進める必要がある。

三郷出張所 上滝出張所

上流右岸区域下流右岸区域

三郷出張所

下流左岸区域

三郷出張所

上流左岸区域

【大川寺水防警報区間0ｋ～18.7ｋ】

舟橋村
立山町富山市

富山市

本所緊急資材備蓄倉庫（国）
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水防資機材の配置状況（神通川）
○水防資器材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資器材

も、水防計画に基づき緊急時に提供している。
○水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資器材に関わる情報を共有し、

適切な配置の検討を進める必要がある。

有沢出張所

右岸区域

有沢出張所

左岸区域

【大沢野大橋水防警報区間7.0ｋ～22.2ｋ】【神通大橋水防警報区間0ｋ～7.0ｋ】

【熊野橋水防警報区間0ｋ～5.6ｋ】

【杉原橋水防警報区間0ｋ～14.0ｋ】

富山市

富山市
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水防資機材の配置状況（庄川）
○水防資器材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資器材

も、水防計画に基づき緊急時に提供している。
○水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資器材に関わる情報を共有し、

適切な配置の検討を進める必要がある。

大門出張所

右岸区域

大門出張所

左岸区域

射水市

高岡市

砺波市

砺波市

【大門水防警報区間0ｋ～7.0ｋ】 【小牧水防警報区間7.0ｋ～26.1ｋ】
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水防資機材の配置状況（小矢部川）
○水防資器材については、水防管理団体が水防倉庫等に備蓄しているが、河川管理者が持つ資器材

も、水防計画に基づき緊急時に提供している。
○水防団等と河川管理者が連携して的確な水防活動を推進するため、資器材に関わる情報を共有し、

適切な配置の検討を進める必要がある。

高岡出張所

右岸区域

射水市

【津沢水防警報区間25.4ｋ～33.2ｋ】

高岡市

高岡市

小矢部市

小矢部市

高岡出張所

左岸区域

小矢部出張所

右岸区域

小矢部出張所

左岸区域

【石動水防警報区間11.2ｋ～25.4ｋ】【長江水防警報区間0ｋ～11.2ｋ】

【蓮沼水防警報区間0ｋ～2.0ｋ】
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防災拠点等の整備状況

＜常願寺川・富山防災センター＞

○常願寺川に防災センター1箇所、小矢部川に福岡防災ステーションが整備されている。
○大規模災害時に災害協定業者と連携した復旧活動を行うため、側帯や防災拠点等の適切な配置の

検討等を進める必要がある。

富山市 立山町

富山市

高岡市

小矢部市

射水市

＜小矢部川・福岡防災ステーション＞
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41

○排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器は平常時から定期的な保守点検を行うとともに、機械を扱う職
員等への教育体制も確保し、常時、災害発生による出動体制を確保している。

北陸地方整備局災害対策機械配置状況 （平成28年3月） 排水ポンプ車数：４０台

排水施設、排水資機材の操作・運用



〇常願寺川では、洪水を安全に流下させるよう、急流河川対策等を実施している。

基本高水 ： ４，６００m3/s （基準点 瓶岩）

河道への配分流量を４，６００m3/s

基
本
方
針

目標流量 ： ４，６００m3/s （基準点 瓶岩）

河道への配分流量を４，６００m3/s

整
備
計
画

段階的整備

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

4,600m3/s

4,600m3/s

年超過確率１／１５０の規模

常願寺川における治水事業

42

※洪水調節施設なし

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

4,600m3/s

4,600m3/s

年超過確率１／１５０の規模

※洪水調節施設なし



〇神通川では、洪水を安全に流下させるよう、河道掘削及び急流河川対策等を実施している。

基本高水 ： ９，７００m3/s （基準点 神通大橋）

流域内洪水調節施設により２，０００m3/sを調節
河道への配分流量を７，７００m3/s基

本
方
針

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

9,700m3/s

7,700m3/s 2,000m3/s
洪水調節施設で対応

年超過確率１／１５０の規模

神通川における治水事業
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※河川整備計画は策定中



基本高水 ： ６，５００m3/s （基準点 雄神）

流域内洪水調節施設により７００m3/sを調節
河道への配分流量を５，８００m3/s

〇庄川では、洪水を安全に流下させるよう、急流河川対策等を実施している。

基
本
方
針

目標流量 ： ４，２００m3/s （基準点 雄神）
庄川での戦後最大相当規模の洪水を安全に流下させることが概ね可能となる。

流域内洪水調節施設により２００m3/sを調節
河道への配分流量を４，０００m3/s

整
備
計
画

段階的整備

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

6,500m3/s

5,800m3/s 700m3/s
洪水調節施設で対応

年超過確率１／１５０の規模

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

4,200m3/s

4,000m3/s 200m3/s
洪水調節施設で対応

庄川における治水事業
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〇小矢部川、渋江川では、洪水を安全に流下させるよう、支川との合流点処理等を実施している。

基本高水 ： １，６００m3/s （基準点 津沢）

流域内洪水調節施設により３００m3/sを調節
河道への配分流量を１，３００m3/s基

本
方
針

目標流量 ： １，２５０m3/s （基準点 津沢）
本川においては、Ｈ１０．９洪水相当規模の洪水を安全に流下させることが概ね可能となる。

流域内洪水調節施設により３００m3/sを調節
河道への配分流量を９５０m3/s

整
備
計
画

段階的整備

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

1,600m3/s

1,300m3/s 300m3/s
洪水調節施設で対応

年超過確率１／１００の規模

◆目標流量

◆河道・ダムの配分

1,250m3/s

950m3/s 300m3/s
洪水調節施設で対応

小矢部川における治水事業
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既設護岸

根継ぎ護岸

〇想定される洗掘深に対して護岸の根入れが不十分な箇所や、高水敷が狭く堤防前面の側方侵食に対して十分
な幅が無い地点等、特に危険な地点について緊急性の高い地点から、順次、急流河川対策（根継ぎ護岸工）を
実施している。

河川改修の整備状況（常願寺川）

46

根継ぎ護岸

巨石付き盛土砂州を用いた河岸防護工
施工状況

平均年最大流量相当水位

根石は現況河床高より
1/2～1/3程度根入れする

②中詰盛土工

（近傍の砂州等から採取）

（平均年最大流量に対し流出しない規模）

④天端被覆工

①根石工

（可能な限り大粒径の巨石）

※上流端は「①根石工」と同様の材料を使用

⑤リップラップ工

（平均年最大流量に対し流出しない規模）

③石材法覆工
構造面では本工法の平面
形を保持する役割を担う、
根石工・リップラップ工が
特に重要

横断模式図



〇神通川、井田川、熊野川では、河道断面が計画断面に満たない区間について洪水を安全に流下させるよう、河
道掘削等を実施している。

河川改修の整備状況（神通川）

◆築堤、河道掘削

萩浦橋

中島大橋

0.2k

戦後最大洪水を安全に流下させるため、高さや幅が
不足している主に下流部の築堤及び河道掘削を実施
する。

築堤
河道掘削

築堤

神通川0.2k付近の築堤・河道掘削イメージ図

◆合流点処理（築堤）

支川井田川沿川の洪水被害を防止するため、合流点処理を実施する。

◆急流河川対策 ◆堤防の浸透対策
河川の洗掘や侵食に対する安全度や
背後地の状況等を踏まえ、低水護岸
等の急流河川対策を実施する。

旧河道の上に堤防が整備されている箇
所などで浸透に対する安全性が確保さ
れていない堤防においては、背後地の
状況等を踏まえ、堤防の浸透対策を実
施する。

浸透層

浸透層

浸透層

川表遮水工法

ドレーン工法

表のり面被覆工法

遮水壁（鋼矢板等）

ドレーン工

堤脚水路

強化前の浸潤面

強化後の浸潤面

強化前の浸潤面

強化後の浸潤面

代表的な浸透対策工法の例

計画高水位 ＡＡ’

井田川 合場川

井田川

合場川

Ａ
Ａ’

既設護岸設置
当時の河床高

洗掘予想河床高

築堤築堤
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〇庄川では、戦後最大洪水を安全に流下させるため、堤防整備等を実施している。また、急流河川対策箇所の内、
洗堀、侵食に対して安全度が低く氾濫による被害の大きい箇所を優先的に、急流河川対策を実施している。

河川改修の整備状況（庄川）

48

既設

根継
護岸

根固工

○堤防整備

戦後最大洪水を安全に流下させるため、高さや幅が不足している主に下流部
の堤防を整備する。

○急流河川対策

想定される洗掘深に対して護岸の根入れが不十分な箇所や、高水敷が狭く
側方侵食に対して十分な幅がない地点など、河川の洗掘や侵食に対する安
全度を適切に評価し、背後地の状況等を踏まえ、適宜、根継ぎ護岸等の急流
河川対策を実施する。

〈急流河川における破堤メカニズム〉



〇小矢部川、渋江川では、河道断面が計画断面に満たない区間について洪水を安全に流下させるよう、河道掘
削等を実施する。

渋江川河道掘削 合流点処理（合又川、谷内川） 無堤部対策

河道掘削

平成23年7月新潟・福島豪雨時

河川改修の整備状況（小矢部川）

49

小
矢
部
川→

築堤

小矢部川合又川
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洪水を安全に流すためのハード対策（常願寺川・神通川）
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洪水を安全に流すためのハード対策（庄川・小矢部川）



〇平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組みの一環として、緊
急的に堤防構造を工夫する対策として、堤防天端や裏法尻の保護を平成３２年度を目途に、今後概ね５年間で
実施する。

危機管理型ハード対策

52

堤防天端をアスファルト等で保護（イメージ）

【常願寺川】富山市一本木地先
L=2,030m

富山きときと空港

婦中大橋

神
通
川

熊
野
川

有沢橋

【神通川】富山市秋ヶ島地先
L=1,900m

庄川橋（高速道路）

中田橋

庄

川

【庄川】高岡市中田地先
L=2,700m

【小矢部川】高岡市北島地先
L=2,900m

高岡市

国条橋

国吉大橋



〇平成２７年９月関東・東北豪雨を受け、策定した「水防災意識社会 再構築ビジョン」の取組みの一環として、緊
急的に堤防構造を工夫する対策として、堤防天端や裏法尻の保護を平成３２年度を目途に、今後概ね５年間で
実施する。

危機管理型ハード対策

53

裏法尻をブロック等で保護（イメージ）
現 況

大沢野大橋

神
通
川

【神通川】富山市葛原地先
L=80m
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危機管理型ハード対策（常願寺川・神通川）
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危機管理型ハード対策（庄川・小矢部川）



減災のための目標（案）

資料－３



1

常願寺川の主な特徴

○我が国屈指の急流河川であり、下流部に低平地（富山平野）が広がる。
【常願寺川流域地形図】

標高が低い

【標高マップ】

←

神
通
川

富山平野

日 本 海

標高が高い

富山平野

←

常
願
寺
川

○上滝を扇頂とする
扇状地を形成。
○下流部には富山市
の市街地等が集中



2

○急流河川では、洪水時の流水エネルギーが非常に大きいため、洪水毎に澪筋が変化し、河岸洗掘・侵食量が
大きい。

常願寺川の主な特徴

昭和４４年洪水

神
通
川

平成１０年洪水

出水前の河岸線

堤防法尻線

平成１０年洪水による被災状況（左岸10.6k）

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

400

7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 河口からの
距離（km）

川
幅

（
m

）

S44年 S53年 S57年 H9年

　●S44.8洪水による被災個所
　●S53.6洪水による被災個所
　●S58.7洪水による被災個所
　●H8.6洪水による被災個所
　●H10.8洪水による被災箇所
　●その他の洪水による被災個
所

澪筋の変化と既往の被災箇所



3

○扇状地部は浸水深は小さいが流速が早く、短時間で氾濫域が拡大する。

常願寺川の主な特徴

氾濫流の最大流速想定区域図（計画規模降雨） 氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）

神
通
川

井
田
川

熊
野
川



最大浸水深図（計画規模降雨）

○浸水想定区域内には、富山駅周辺をはじめ人口が集中する市街地が形成され、住居、商業、産業が集積してい
る。

4

常願寺川の主な特徴

近隣市町村から富山市への昼間の人口の流入が多く、

さらに洪水時に避難の対象者が増える可能性もある。

28,803 

2,321 
5,204 

648 
2,514 

4,561 

富山市 滑川市 射水市 舟橋村 上市町 立山町

流
入
超
過

近隣市町村別 昼夜間人口の差

出典：富山市HP 富山市企画管理
部情報統計課統計係

■常願寺川左岸１２．６ｋで堤防が決壊した場合
浸水面積は、約８３.７km2 浸水人口は、約５万人となる。

凡 例

常願寺川想定氾濫区域

富山市まちなか居住・公共交通沿線
居住推進補助対象地区【富山河川国道事務所HPより： http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/】

富山駅



常願寺川の主な特徴
○富山駅周辺をはじめ人口が集中する市街地や交通網が大きな打撃を受けることから、水深が浅くても歩行でき

ない状況となる前に安全な場所に避難する必要がある。
○多くの住民の命を守るため、氾濫流の到達時間等を考慮した水平避難ならびに堅硬な建物等への垂直避難な

ど円滑かつ迅速に行なわれるよう取り組む必要がある。

水平避難や垂直避難など多様な避難のイメージ 交通網と氾濫流到達時間の関係

5
常願寺川浸水想定区域図（計画規模降雨）

国道４１５号

国道8号

北陸自動車道

国道４１号
国道３５９号

氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）

北陸新幹線



■ 河床勾配は山地部で約１／３０、扇状地部で約１／１００と我が国屈指の急流河川であり、洪水エネルギーが
非常に大きく、中小洪水でも堤防が侵食され破堤する危険がある。

■ 河川の改修は、急流河川対策として水衝部対策等を実施しているが、河川の澪筋が変動しやすいため、侵食
による破堤箇所を予測することが困難であり、水害リスクが非常に高い状況である。

■ 上滝を扇頂とする扇状地では、浸水深は小さいが氾濫流の流れが速いため、短時間で浸水域は広範囲となり、
被害が拡大する。

■ 浸水想定区域内には、富山駅周辺をはじめ人口が集中する市街地が形成され、住居、商業、産業が集積して
おり、多くの住民が迅速に避難できる体制に取り組む必要がある。

常願寺川の主な特徴

6

6

浸水想定区域
（想定最大規模降雨）

北陸新幹線

国道４１５号

国道８号

川や市街地を流れる洪水を理解し、
迅速・確実な避難

住民の命を守るために、常願寺川からのはん濫について、水
位上昇および氾濫流の到達時間の周知・理解により、水平避
難ならびに堅硬な建物等への垂直避難など迅速かつ確実に
安全な場所に逃がす。

精査中

常
願
寺
川



■５年間で達成すべき目標

氾濫流の流れが早く、富山市街地を含んだ広範囲に拡散する氾濫形態となる扇状地河

川特有の地形特性等を踏まえ、常願寺川での大規模水害に対し、

『川や市街地を流れる洪水の理解』
『迅速かつ確実な避難』 を目標とする。

■上記目標達成に向けた３本柱の取組

常願寺川において、河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を安全に流す対策に加え、以下の取り組みを実施

１．急流河川特有の洪水現象について理解を頂くための周知・理解促進の取り組み
２．常願寺川の特性を踏まえた大規模水害における避難行動の取り組み
３．安全に避難行動をとるための情報提供の取り組み

※大規模水害・・・想定し得る最大規模降雨に伴う洪水氾濫による被害。

※川を流れる洪水・・・急に水位が上がる。流速が早く堤防が削られる。

※市街地を流れる洪水・・・一旦破堤すると勢いのある水が短時間で市街地に広がる。

※迅速かつ確実な避難・・・水深が浅くても歩行できない状況となる前に安全な場所への避難

減災のための目標（案）常願寺川の減災ための目標（案）

7



8

神通川の主な特徴

標高が低い

【標高マップ】

←

神
通
川

富山平野

日 本 海

○急流河川として代表される河川であり、下流部に低平地（富山平野）が広がる。 【神通川流域地形図】

○流域は広大で富山県と岐
阜県の2県にまたがる。
○下流域は扇状地形となっ
ている。
○下流部には富山市の市街
地等が集中

標高が高い

富山平野



9

神通川の主な特徴

神
通
川

井
田
川

熊
野
川

○神通川では降雨状況によっては水位が急激に上昇する。

0
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40
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700

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

19/00 20/00 21/00 22/00 23/00

時
間
雨
量
(m
m
)

流
量
(
m3
/s
) 実績流域平均雨量

神通大橋 実測流量

高田橋 実測流量

八幡橋 実測流量

H16.10.21洪水

Qp=1,077m3/s

Qp=162m3/s

時間（日／時）

平成16年10月21日洪水時

Qp=6,413m3/s

神通大橋

高田橋

八幡橋

熊野橋

大沢野大橋

杉原橋

富山県

岐阜県

富山

八尾

河合

神岡

高山

主要な雨量観測所（気象庁）

水位観測所

平常時
（10月20日 AM 6:30）

ピーク時
（10月21日 AM 1:30）
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神通川の主な特徴

氾濫流の最大流速想定区域図（計画規模降雨） 氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）

神
通
川

井
田
川

熊
野
川

○神通川における下流域の低平地は浸水域は広範囲となり、流速が早く、短時間で氾濫域が拡大する。



■神通川右岸８．６ｋで堤防が決壊した場合
浸水面積は、約１５km2 浸水人口は、約６万人となる。

最大浸水深（計画規模降雨時）

○浸水想定区域内には、富山駅周辺をはじめ人口が集中する市街地が形成され、住居、商業、産業が集積してい
る。

11

神通川の主な特徴

近隣市町村から富山市への昼間の人口の流入が多く、

さらに洪水時に避難の対象者が増える可能性もある。

28,803 

2,321 
5,204 

648 
2,514 

4,561 

富山市 滑川市 射水市 舟橋村 上市町 立山町

流
入
超
過

近隣市町村別 昼夜間人口の差

出典：富山市HP 富山市企画管理
部情報統計課統計係

富山駅周辺整備事業整備イメージ（駅前広場の鳥瞰図）

* 出典：富山市HP
【富山河川国道事務所HPより： http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/】

富山駅



神通川の主な特徴

12

水平避難や垂直避難など多様な避難のイメージ 交通網と氾濫流到達時間の関係

氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）神通川浸水想定区域図（計画規模降雨）

北陸自動車道

国道８号

国道４１５号

国道４１号

国道３５９号

○富山駅周辺をはじめ人口が集中する市街地や交通網が大きな打撃を受けることから、氾濫流が到達する前に
安全な場所に避難する必要がある。

○多くの住民の命を守るため、氾濫流の到達時間等を考慮した水平避難および堅硬な建物等への垂直避難など
円滑かつ迅速に行なわれるよう取り組む必要がある。

北陸新幹線



■ 扇状地部の河床勾配は約１／２５０で日本有数の急流河川であり、洪水エネルギーが大きく、越流以外に侵
食や洗掘により破堤する危険がある。

■ 神通川における下流域の低平地は、浸水域は広範囲となり、流速が早く、短時間で氾濫域が拡大する。

■ 浸水想定区域内には、富山駅周辺をはじめ人口が集中する市街地が形成され、住居、商業、産業が集積して
おり、多くの住民が迅速に避難できる体制に取り組む必要がある。

神通川の主な特徴

13

浸水想定区域
（想定最大規模降雨）

国道４１５号

富山駅北陸新幹線

川や市街地を流れる洪水を理解し、
迅速・確実な避難

住民の命を守るために、神通川からのはん濫について、水位
上昇および氾濫流の到達時間の周知・理解により、水平避難
ならびに垂直避難など迅速かつ確実に安全な場所に逃がす。

精査中



■５年間で達成すべき目標

低平地に富山市の中心市街が形成されている地形特性・社会特性を踏まえ、神通川で
の大規模水害に対し、

『川や市街地を流れる洪水の理解』
『迅速かつ確実な避難』 を目標とする。

■上記目標達成に向けた３本柱の取組

神通川において、河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を安全に流す対策に加え、以下の取り組みを実施

１．急流河川特有の洪水現象について理解を頂くための周知・理解促進の取り組み
２．神通川の特性を踏まえた大規模水害における避難行動の取り組み
３．安全に避難行動をとるための情報提供の取り組み

※大規模水害・・・想定し得る最大規模降雨に伴う洪水氾濫による被害

※川を流れる洪水・・・急に水位が上がる。流速が早く堤防が削られる。

※市街地を流れる洪水・・・一旦破堤すると勢いのある水が短時間で市街地に広がる。

※迅速かつ確実な避難・・・水深が浅くても歩行できない状況となる前に安全な場所への避難

減災のための目標（案）神通川の減災ための目標（案）

14



富山平野 富山平野

15

庄川の主な特徴

標高が低い

【標高マップ】（扇状地部）

←

庄
川

日 本 海

○日本有数の急流河川である。
【庄川流域地形図】

○流域は広大で富山県と岐阜県の
2県にまたがる。
○雄神より下流は扇状地形となる。
○下流域の沿川には砺波市、高岡
市、射水市の市街地等が集中

烏帽子岳（1,625ｍ）

基準地点
（雄神）

利賀川ダム（県補）

主要地点
（大門）

小矢部市

射水市

氷見市

津幡町内灘町

砺波市

高岡市

富山市

南砺市

金沢市

飛騨市

白山市

白川村

高山市

郡上市

石川県

岐阜県

富山県

伏木雨量観測所

御母衣
雨量観測所

日 本 海

流域界

県境

市町村界

基準地点

主要地点

既設ダム

想定氾濫区域

建設中ダム

凡 例

千束ダム（関電）

利賀ダム（国）
利賀（豆谷）ダム（関電）

庄川用水合口ダム（県農）

小牧ダム（関電）

和田川ダム（県補）

祖山ダム
（関電）

小原ダム
（関電）

赤尾ダム
（関電）

成出ダム
（関電）

境川ダム（県補）

椿原ダム
（関電）

鳩ヶ谷ダム
（関電）

御母衣ダム
（電発）

白水ダム（電発）
大白川ダム（電発）

大黒谷ダム
（電発）
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○洪水時における河床変動が激しく、澪筋が不安定で水衝部が複雑に変化するため、いつ、どこで洗堀・侵食が
発生するか予測が困難。

庄川の主な特徴

澪筋の変遷と被災状況

平成３年

平成１０年

平成３年

平成１０年

水衝位置が変化
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○扇状地部の浸水域は広範囲となり、氾濫流の流速が早く、短時間で氾濫域が拡大する。

庄川の主な特徴

氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）氾濫流の最大流速想定区域図（計画規模降雨）



○浸水想定区域内には、砺波市、高岡市、射水市の市街地が形成され、住居、商業、産業が集積している。

18

庄川の主な特徴

■地域の開発状況
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庄川流域の関係市町村における総人口と総世帯数の推移（出典：岐阜県HP、富山県HP）
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■想定氾濫区域と交通網

出典：高岡市ＨＰ

新高岡駅



庄川の主な特徴

19

水平避難や垂直避難など多様な避難のイメージ

庄川浸水想定区域図（計画規模降雨）

交通網と氾濫流到達時間の関係

氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）

能越自動車道

国道８号

国道４１５号

国道４7１号

国道３５９号

北陸自動車道

○新高岡駅周辺をはじめ人口が集中する市街地や交通網が大きな打撃を受けることから、水深が浅くても歩行で
きない状況となる前に安全な場所に避難する必要がある。

○多くの住民の命を守るため、氾濫流の到達時間等を考慮した水平避難および堅硬な建物等への垂直避難など
円滑かつ迅速に行なわれるよう取り組む必要がある。



■ 低平地の河床勾配は約１／２００の扇状地形で日本有数の急流河川であり、洪水エネルギーが大きく、越流
以外に侵食や洗掘により破堤する危険がある。

■ 河川の改修は、急流河川対策として水衝部対策等を実施しているが、河川の澪筋が変動しやすいため、侵食
による破堤箇所を予測することが困難であり、水害リスクが非常に高い状況である。

■ 庄川の平野部では、氾濫流の流れが速いため、短時間で浸水域は広範囲となり、被害が拡大する。
■ 浸水想定区域内には、新高岡駅周辺をはじめ人口が集中する市街地が形成され、住居、商業、産業が集積し

ており、多くの住民が迅速に避難できる体制に取り組む必要がある。

庄川の主な特徴

20

浸水想定区域
（想定最大規模降雨）

国道４１５号

射水市 高岡市

川や市街地を流れる洪水を理解し、
迅速・確実な避難

住民の命を守るために、庄川からのはん濫について、水位上
昇および氾濫流の到達時間の周知・理解により、水平避難な
らびに堅硬な建物等への垂直避難など迅速かつ確実に安全
な場所に逃がす。

精査中

庄
川



■５年間で達成すべき目標

氾濫流の流れが早く、砺波・高岡・射水市街地を含んだ広範囲に拡散する扇状地河川

特有の地形特性等を踏まえ、庄川での大規模水害に対し、

『川や市街地を流れる洪水の理解』
『迅速かつ確実な避難』 を目標とする。

■上記目標達成に向けた３本柱の取組

庄川において、河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を安全に流す対策に加え、以下の取り組みを実施

１．急流河川特有の洪水現象について理解を頂くための周知・理解促進の取り組み
２．庄川の特性を踏まえた大規模水害における避難行動の取り組み
３．安全に避難行動をとるための情報提供の取り組み

減災のための目標（案）庄川の減災ための目標（案）

21

※大規模水害・・・想定し得る最大規模降雨に伴う洪水氾濫による被害

※川を流れる洪水・・・急に水位が上がる。流速が早く堤防が削られる。

※市街地を流れる洪水・・・一旦破堤すると勢いのある水が短時間で市街地に広がる。

※迅速かつ確実な避難・・・水深が浅くても歩行できない状況となる前に安全な場所への避難



富山平野 富山平野

22

小矢部川の主な特徴

標高が低い

【標高マップ】

←

庄
川

日 本 海

○勾配が比較的緩やかな河川であり、下流部に低平地が広がる。

○富山県内では数少ない緩流河川で、蛇
行しながら流下する。
○西側は庄川によって形成された扇状地
の扇端付近である。

標高が高い

【小矢部川流域地形図】

小矢部川
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○小矢部川では、降雨状況によって急激に水位が上昇する。

小矢部川の主な特徴

平成10年9月洪水

等雨量線図
（9/22 12時間雨量）

渋江川の河岸被災状況

藪波川の浸水状況

平成20年7月洪水

等雨量線図
（7/28 12時間雨量）

坂又川合流点の浸水状況

津沢地点の状況
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○小矢部川の下流部は蛇行しながら流下するため、水衝部では侵食や洗掘など越水以外の破堤が発生する恐
れがある。

小矢部川の主な特徴

小矢部川浸水想定区域図（計画規模降雨） 氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）



○浸水想定区域内には、小矢部市や高岡市の市街地が形成され、住居や大型商業施設および工業団地等が集
積している。

25

小矢部川の主な特徴

■想定氾濫区域内の交通網

「三井アウトレットパーク北陸小矢部」
出典：小矢部市市勢要覧
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■想定氾濫区域内市町村人口と世帯数の推移

対象とする市町村は、高岡市、小矢部市、射水市である
※H17以前は市町村合併を考慮して福岡町、庄川町、城端町、井波町、井口村、福野町、福光町、新湊市、

小杉町、大門町、下村、大島町の人口を加算



小矢部川の主な特徴
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国道３５９号

水平避難や垂直避難など多様な避難のイメージ

小矢部川浸水想定区域図（計画規模降雨）

交通網と氾濫流到達時間の関係

氾濫流の最短到達時間想定図（計画規模降雨）

国道８号

国道415号

L2規模（精査中）

北陸自動車道

能越自動車道

国道8号

○小矢部市や高岡市の市街地や交通網が大きな打撃を受けることから、氾濫流が到達する前に安全な場所に避
難する必要がある。

○多くの住民の命を守るため、氾濫流の到達時間等を考慮した水平避難ならびに垂直避難など円滑かつ迅速に
行なわれるよう取り組む必要がある。

国道１５６号



■ 小矢部川は庄川によって形成された扇状地の西側扇端付近に沿って蛇行しながら流下するため、水衝部で
は侵食や洗掘など越水以外にも水害リスクが高い箇所が存在している状況にある。

■ 小矢部川における下流域の低平地は、短時間で氾濫域が拡大する。

■ 浸水想定区域内には、小矢部市や高岡市の人口が集中する市街地や大型商業施設および工業地帯等が集
積しており、多くの住民が迅速に避難できる体制に取り組む必要がある。

小矢部川の主な特徴

27

浸水想定区域
（想定最大規模降雨）

国道４１５号

高岡市

川や市街地を流れる洪水を理解し、
迅速・確実な避難

住民の命を守るために、小矢部川からのはん濫について、水
位上昇および氾濫流の到達時間の周知・理解により、水平避
難ならびに垂直避難など迅速かつ確実に安全な場所に逃がす。

精査中

小
矢
部
川



■５年間で達成すべき目標

市街地や大型商業施設および工業地帯等が立地している社会特性を踏まえ、小矢部川
での大規模水害に対し、

『川や市街地を流れる洪水の理解』
『迅速かつ確実な避難』 を目標とする。

■上記目標達成に向けた３本柱の取組

小矢部川において、河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を安全に流す対策に加え、以下の取り組みを実施

１．河川特有の洪水現象について理解を頂くための周知・理解促進の取り組み
２．小矢部川の特性を踏まえた大規模水害における避難行動の取り組み
３．安全に避難行動をとるための情報提供の取り組み

減災のための目標（案）小矢部川の減災ための目標（案）

28

※大規模水害・・・想定し得る最大規模降雨に伴う洪水氾濫による被害

※川を流れる洪水・・・急に水位が上がる。

※市街地を流れる洪水・・・一旦破堤すると勢いのある水が短時間で市街地に広がる。

※迅速かつ確実な避難・・・水深が浅くても歩行できない状況となる前に安全な場所への避難



目標達成に向けた主な取組内容（案）

※今後、目標達成に向けた取組事項を協議するが、現時点で想定される主な取組内容を挙げることとする。

資料－４



1

想定最大規模降雨時
家屋倒壊等氾濫想定区域図の例

〇想定最大規模降雨時の氾濫情報（浸水想定区域図・浸水継続時間図・家屋倒壊等氾濫想定区域図等）を公表

想定最大規模降雨時
浸水継続時間図の例

想定最大規模降雨時
浸水想定区域図

河川管理者が公表した浸水
想定区域図に基づき
洪水ハザードマップ作成

※H28年度出水期前に公表を
目指す。

【各基礎データを作成】

・浸水想定区域図

・浸水継続時間図

・家屋倒壊等氾濫想定区域図

１．避難活動等の取組
（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

河川管理者
市町村

精査中

精査中

精査中



（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

〇広域避難計画やタイムラインの精度向上、避難所の再設定 など

2

１．避難活動等の取組

避難勧告等の対象とする区域と避難行動について

【避難等に関する新たな視点】

◎複数地点での破堤を想定した大規模氾濫の発生を想定

◎「立ち退き避難」が必要となる「洪水時家屋倒壊危険ゾーン」明示

◎「立ち退き避難」が必要となる「長期浸水区域」明示

◎上記を踏まえた避難の検討

■避難場所
富山市
○○小学校 等

■避難場所
富山市
○○小学校 等

神通川浸水想定区域図（想定最大規模降雨）

地域防災計画や
ハザードマップへ反映

垂直避難や水平避難など多様な避難のイメージ

精査中



１．避難活動等の取組

3

第十五条第一項の規定により市町村地域防災計画にその名称及び所在地を定められた要配慮者利用施設
の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等
の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成するとともに、当
該計画で定めるところにより当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保のた
めの訓練を実施するほか、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時等の円滑かつ迅速な避難の確保を行
う自衛水防組織を置くよう努めなければならない。

※ 水防法第15条の３：

●水防法第15条の３に基づく要配慮者利用施設の避難の確保のための措置に関する計画の策定に努めることに
ついて、さらなる要配慮者施設管理者への働きかけを進めるとともに避難訓練等により課題を抽出するとともに
関係機関との連携を深める必要がある。

（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

※浸水想定区域内の要援護者利用施設数

富山市：２７２施設
(「富山市地域防災計画 資料編 」より、
浸水想定区域内の要援護者施設数)

高岡市：２１０施設
(「高岡市地域防災計画 資料編 」より、
浸水想定区域内の要援護者施設数)

射水市： ３６施設
(「射水市地域防災計画 資料編 」より、
浸水想定区域内の要援護者施設数)

砺波市： ３３施設
(「砺波市地域防災計画 資料編 」より、
浸水想定区域内の要援護者施設数)

小矢部市： １４施設
(「小矢部市地域防災計画 資料編 」より、
浸水想定区域内の要援護者施設数)

南砺市： ８施設
(「南砺市地域防災計画 資料編 」より、
浸水想定区域内の要援護者施設数)

立山町、舟橋村については施設数は資料梨子のため未確認



〇平成２８年３月より、「川の防災情報」をよりわかりやすくリニューアル

4

（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

１．避難活動等の取組



〇富山県内の河川国道および砂防事務所の防災情報を一元化し、共有・閲覧できるシステムを構築

5

一般公開項目

Ｘバンドレーダ雨量

Ｃバンドレーダ雨量

水防警報

洪水予報

避難指示・勧告

テレメータ雨量・水位

ＣＣＴＶ

避難所

気象警報・注意報（今後公開予定）

URL 【一般向け】 http://www.hrr.mlit.go.jp/toyama/bousainet/kasen

河川・道路に関する防災情報を一括で提供する「防災ネット富山」を
インターネットで提供

防災ネット富山

動く浸水想定区域図

ケーブルテレビによる情報提供

１．避難活動等の取組
（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

※イメージ（制作中）



○常願寺川・神通川・庄川・小矢部川において堤防が決壊した際の氾濫シミュレーション結果を閲覧するシステム
を構築

6

１．避難活動等の取組

■堤防の決壊地点から見た浸水状況表示システム
①地図上に表示された決壊地点から任意の地点を選択する

②シミュレーション結果を閲覧する

■任意地点から見た浸水状況表示システム
①地図上の任意の地点を選択する
②その地点を浸水させる全決壊地点が地図上に表示されるので
その中から任意の決壊地点を選択する
③シミュレーション結果を閲覧する

【表示できる情報】
・最大浸水深
・浸水到達時間
・浸水範囲・浸水深の時間変化
（アニメーション表示）

【特徴】
・背景地図を地理院地図・GoogleMapから選択できる。
・地図の移動・拡大縮小をスムーズに行うことができる。
・住所や施設名を入力して検索することにより、地図の
表示位置をその場所まで移動させることができる。

決壊地点
一覧

選択地点を
浸水させる
決壊地点一覧

選択地点

堤防がこの地点で決壊した場合、どこまで浸水するのか？ この場所は、堤防のどの地点が決壊したら浸水するのか？

（１）情報伝達、避難計画等に関する事項

※イメージ（制作中）



（２）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

〇小中学生を対象とした水防災教育の実施、まるごとまちごとハザードマップの表示 など

水防活動の体験

水防災教室の開催

7

まるごとまちごとハザードマップの表示

１．避難活動等の取組

学習教材の作成

水防災教室

河川における自然や治水の歴史など、地域の災害リスクや防災への取組への理解
を深め、自然災害から命を守るために必要な心構え・知識・判断力・行動力を養うた
め、学習教材の作成など連携した取組を実施

「まるごとまちごとハザードマップ」とは？
洪水・内水・高潮の各浸水想定区域図及び水害ハザード
マップを担うものとして、まちなかに標識等として、浸水深の
情報や避難行動に関する情報を設置することをいい、水防
法第14 条第3 項及び第15 条第3 項に基づく措置の一部とな
るものである。
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１．避難活動等の取組
（２）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

〇河川管理者や自治体・地域住民が参加した水害リスクの高い箇所の共同点検 など

平成２７年１１月２５日（水）：常願寺川

自治体・地域住民との共同点検を実施

平成２７年１１月２５日（水）：神通川

平成２７年１１月２６日（木）：庄川

平成２７年１１月２６日（木）：小矢部川



■日時 平成２７年１１月４日（水） トップセミナー １５：００～１５：３０

意見交換 １５：３０～１７：１５

■会場 富山第一ホテル（３階 天平の間）

■議事 ○トップセミナー
・市町村長を支援する緊急行動について 講師：富山河川国道事務所長

○意見交換
富山市長、立山町長、上市町長、舟橋村長、高岡市長、射水市長、砺波市長、
小矢部市長、 ほか
水管理・国土保全局河川環境課長、北陸地方整備局長、北陸地方整備局河川部長、
富山河川国道事務所長、立山砂防事務所長、黒部河川事務所長、
富山県河川課長 ほか

○水害時に住民の避難を促し、被災者を無くすことを目指して、富山県内の直轄河川流域の市町村長との
意見交換会（トップセミナー）を開催し、危機意識を共有すると共に、破堤前に水平避難を行う必要がある
家屋倒壊危険区域への対応など、的確な避難行動を促すための対応等について意見交換

北陸地方整備局河川部長 挨拶

関係市町村

（２）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

１．避難活動等の取組

国土交通省 開催状況 9



○各市町の消防、県・市・国職員等を対象に水防技術を伝承し、指導者を育成すべく、
水防技術講習会を実施

「縄の結び方」 「土のう作り」

「積土のう工」
「木流し工」 「改良積土のう工」

「釜段工」

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

２．水防活動等の取組
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○河川管理者や水防団・自治体職員との水防資機材の確認、新技術を活用した水防活動 など

２．水防活動等の取組

11

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

新技術を活用した水防活動水防団・自治体職員との水防資機材の確認

平成２７年６月３日（水）：水防団と自治体との水防資機材の確認
（高岡市大源寺地先緊急資材倉庫）
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○自治体及び河川管理者を含めた富山河川国道事務所水防連絡会を開催し、情報の共有化を図る。
〇XＲＡＩＮおよびダム放流量を用いた洪水予測について、精度検証ならびに評価等を行い、出水予測精度の向上
を図り、関係機関へ情報提供を行う。

２．水防活動等の取組

ＸＲＡＩＮ防災活動へ向けた情報連絡体制

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
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（２）市町村庁舎や災害拠点等の自衛水防の促進に関する事項

〇水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指定の促進 など

２．水防活動等の取組

水防体験の様子
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〇排水支援や自治体職員とのリアリティある排水訓練の実施 など

平成25年9月出水：井田川でのポンプ排水及び照明車配備状況

３．排水活動及び施設運用の取組

ポンプ車による排水
（磯川樋門）

自治体職員とのリアリティのある排水訓練を実施

自治体職員との排水訓練や夜間訓練の様子

照明車配備
（高善寺橋）



今後の進め方（案）

資料－５



1

今後のスケジュール(案）

H28.4.21 第１回 常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する減災対策協議会（仮称）

H28.8上旬（予定） 第２回 常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する減災対策協議会

・水防災意識社会再構築ビジョンについて
・協議会の設置・運営内容（規約の制定）について
・現状の水害リスク情報や減災のための課題の共有
・取組方針（目標・取組の柱・取組内容）（案）について
・今後の進め方

・目標・取組の柱の設定
・目標・取組方針の決定
・フォローアップ方法の確認

H29出水期まで

平成２９年度 第１回 常願寺川、神通川、庄川及び小矢部川大規模氾濫に関する減災対策協議会

・取組状況の報告・今後の取組のフォローアップ

H28
年度

H29
年度


